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(1)主観的な健康感
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「ここ1か月のあなたの健康状態はいかがですか」(からだ)
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20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

女性 男性

よくない
あまりよくない

ふつう

あまよい

よい



「ここ1か月のあなたの健康状態はいかがですか」(こころ)
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20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

女性 男性

よくない
あまりよくない

ふつう

あまよい

よい



職場での取り組みで大切なこと

1. 主観的な健康感の「あまりよくない」「よくない」を減らすだけではなく、
「まあよい」「よい」を増やす取り組みでもある。そのことを共有するとす
べての社員にとって他人事ではなく自分事になる。
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(2)うつ病の可能性
－うつ病のスクリーニング尺度（PHQ-2）

まったくない 0点
数日 1点
半分以上 2点
ほとんど毎日 3点

２つの質問の合計点が3点以上でスクリーニング結果陽性
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年代別(男女別)
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20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代

女性 男性

2点

1点

0点

3点以上



職種別(男女別)
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2点

1点

0点

3点以上

現場勤務 現場監督 設計職 営業 事務 その他 現場勤務 現場監督 設計職 営業 事務 その他

女性 男性
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職種別 (年代別)

2点

1点

0点

3点以上

現場勤務 現場監督 設計職



職種別 (年代別)
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2点

1点

0点

3点以上

営業 事務 その他



職場での取り組みで大切なこと

1. 主観的な健康感の「あまりよくない」「よくない」を減らすだけではなく、
「まあよい」「よい」を増やす取り組みでもある。そのことを共有するとす
べての社員にとって他人事ではなく自分事になる。

2. うつ病の可能性のある従業員が約1割いる。また、職種や年代による傾向もあ
る。その全てが積極的な治療が必要な状態という訳ではないが、早めに相談
できる環境を作ることが大切。
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(3)仕事の生産性の低下
－プレゼンティーズム

100％ー「回答結果％」＝「生産性の損失（%）」
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体調を崩すと生産性は低下する。
・ 欠勤、休職、早期の退職 (アブセンティーズム)
・ 出社はしていても集中力・注意力・意欲の低下等による低下(プレゼンティーズム)



年代別

20代 30代 40代 50代 60代

50％減
40％減

30％減

20％減

10％減

0％減
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職種別

50％減
40％減

30％減

20％減

10％減

0％減

現場勤務 現場監督 設計職 営業 事務 その他
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PHQ-2とプレゼンティーイズムの関係

0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 15



職場での取り組みで大切なこと

1. 主観的な健康感の「あまりよくない」「よくない」を減らすだけではなく、
「まあよい」「よい」を増やす取り組みでもある。そのことを共有するとす
べての社員にとって他人事ではなく自分事になる。

2. うつ病の可能性のある従業員が約1割いる。また、職種や年代による傾向もあ
る。その全てが積極的な治療が必要な状態という訳ではないが、早めに相談
できる環境を作ることが大切。

3. うつ状態の傾向と仕事のパフォーマンスの低下は対応する。安全管理の面か
らも、生産性の向上の為にも、メンタルヘルス対策に力を入れること(お金を
かけること)は企業にとって経済的にも合理性がある。
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(4) ワークライフバランス(生活と仕事のバランス)

あなたの仕事と生活(家庭生活、余暇、趣味など)はバランスが取れている
と思いますか?
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年代別(男女別)
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20代 30代 40代 50代 60代 20代 30代 40代 50代 60代
女性 男性



職種別(男女別)
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現場勤務現場監督設計職 営業 事務 その他 現場勤務現場監督設計職 営業 事務 その他

女性 男性



ワークライフバランスとPHQ-２の関係

6点
5点

4点

3点

2点

1点

0点
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職場での取り組みで大切なこと

1. 主観的な健康感の「あまりよくない」「よくない」を減らすだけではなく、
「まあよい」「よい」を増やす取り組みでもある。そのことを共有するとす
べての社員にとって他人事ではなく自分事になる。

2. うつ病の可能性のある従業員が約1割いる。また、職種や年代による傾向もあ
る。その全てが積極的な治療が必要な状態という訳ではないが、早めに相談
できる環境を作ることが大切。

3. うつ状態の傾向と仕事のパフォーマンスの低下は対応する。安全管理の面か
らも、生産性の向上の為にも、メンタルヘルス対策に力を入れること(お金を
かけること)は企業にとって経済的にも合理性がある。

4. うつ状態の傾向とワークライフバランスは対応する。職種、年代等に応じ、
ワークライフバランスをとることの難しさへの理解と配慮が必要。
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(5) 職場と生活習慣

•会社・職場による違いはどの程度あるのか?
•土健保は、多様な企業が参加しているので、自分の会社・職場
の特質を相対的に捉えやすいのでは?
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企業の規模と企業当たりの喫煙率（40歳代）
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20％代

30％代

40％代

50人以下 51～100人 101～300人 301～1000人 1000人より多い

50％代

60％代

70％代
80％代

90％代

10％代

10％より小さい



職場での取り組みで大切なこと

1. 主観的な健康感の「あまりよくない」「よくない」を減らすだけではなく、
「まあよい」「よい」を増やす取り組みでもある。そのことを共有するとす
べての社員にとって他人事ではなく自分事になる。

2. うつ病の可能性のある従業員が約1割いる。また、職種や年代による傾向もあ
る。その全てが積極的な治療が必要な状態という訳ではないが、早めに相談
できる環境を作ることが大切。

3. うつ状態の傾向と仕事のパフォーマンスの低下は対応する。安全管理の面か
らも、生産性の向上の為にも、メンタルヘルス対策に力を入れること(お金を
かけること)は企業にとって経済的にも合理性がある。

4. うつ状態の傾向とワークライフバランスは対応する。職種、年代等に応じ、
ワークライフバランスをとることの難しさへの理解と配慮が必要。

5. 小さい規模の企業で生活習慣の悪い企業が多い。但し、良い企業もある。規
模・組織の特性に応じた取り組みが肝要。
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